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Different Geographic Origins 
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Abstract: Genetic variation in Japanese encephalitis virus isolates from various 
geographic areas was examined by oligonucleotide fingerprint of the 42S genome RNA. 
Isolates in the same geographic areas and in the same years were very similar but dif- 
fered from those in other areas or in different years in the same areas. Japanese 
isolates were rather similar to each other and similarity between strains was greater as 
the years of isolations were closer. Recent isolates from Thailand and Vietnam were 
similar to each other, however, they were quite different from Japanese isolates. Two 
Taiwan isolates in 1981 with high similarity to each other were also quite different 
from Thai and Vietnamese isolates, although one of them showed relative closeness to 
recent Japanese isolates. From these results, it was presumed that mutations and selec- 
tions of JE virus genome would have progressed independently in geographically distant 
areas. Nakayama (Japan, 1935) and Peking—1 (China, 1949) strains were rather similar, 
suggesting that early Japanese strains may have some relationships to early Chinese 
strains. 
Key words: Japanease encephalitis virus, Oligonucleotide fingerprint, Molecular 
epidemiology 
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(О) JaNH180 


Fig. 2. RNase 一 1 一 resistant oligonucleotide fingerprint patterns and their schemas of 4 represen- 
tative Japanese strains. Unique large oligonucleotide spots in each fingerprint were arbitrari- 
ly numbered as shown in order to compare them among examined strains. (A) Nakayama 
Yoken (Tokyo, 1935) (B) JaGAr01 (Gunma, 1959), (С) Mie441 (Mie, 1969), (D) JaNH180 
(Nagasaki, 1980). 


Table 1. JE virus strains used in comparative oligonucleotide 
fingerprint studies 
strain year place source 
Japanese isolations 
Nakayama RFVL 1935 Tokyo Human brain 
Nakayama Yoken 1935 Tokyo Human brain 
Kalinina 1935 Tokyo Human brain 
JaGAr01 1959 Gunma Mosquito 
JaGAr02 1959 Gunma Mosquito 
JaTH160 1960 Tokyo Human brain 
Kamiyama 1966 Fukuoka Human brain 
JaOH0566 1966 Osaka Human brain 
ML17 1966 Osaka Attenuated vaccine 
JaOH3767 1967 Osaka Human brain 
Mie44] 1969 Mie Mosquito 
Ja OArB3279 1979 Osaka Mosquito 
JaNH179 1979 Nagasaki Human brain 
Kumamoto 1979 Kumamoto Mosquito 
JaOArI8980 1980 Osaka Mosquito 
JaNH180 1980 Nagasaki Human brain 
JaN Ar12480 1980 Nagasaki Mosquito 
JaN Ar15980 1980 Nagasaki Mosquito 
JaN Ar17780 1980 Nagasaki Mosquito 
JaOArI6981 1981 Osaka Mosquito 
Ja N Ar5681 1981 Nagasaki Mosquito 
JOArS982 1982 Osaka IMosquito 
JaN Ar9183 1983 Nagasaki Mcsquito 
Foreign isolations 

Peking-1 1949 China ig 
Muar 1952 Singapore Human brain 
Tengah 1953 Singapore ? 
5705/64 1964 Singapore ° 
Chiangmai 1964 Thailand Human brain 
Th2372 1972 Thailand Human brain 
ThCMP1982 1982 Thailand Human brain 
IK E083 1983 Thailand Human CSF 
KE087 1983 Thailand Human CSF 
KE093 1983 Thailand Human CSF 
SUBIN 1983 Thailand Human brain 
Vietnam129 1980 Vietnam Mosquito 
Vietnam136 1980 Vietnam Mosquito 
Tansui236 1981 Taiwan Swine blood 
Tansui263 1981 Taiwan Swine blood 
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に 示し た よう に , 1935 年 か ら 1983 年 迄 に , 国内 各地 
で 分 離さ れ た 23 株 と , 1949 年 か ら 1983 年 迄 に , 中 国 , 
シン ガ が ガ ポール, タイ , ヴェ トナ ム , 及び 台湾 で 分 離 
され た 外国 (41) の 15 株 , 総計 38 株 で ある . 
Tengah 株 , S705 グ 64 株 , Vietnam129 株 , Viet- 
nam136 株 , Tansui236 株 と Tansui263 株 は , 国立 予 
防衛 生研 究 所 ウイ ルス リ ケ ッ チア 部 の 大 谷 部 長 及 び 
緒方 博士 より , JaOH0566 株 , ML17 株 , JaOH 
3767 株 , Peking 一 1 株 , Chiangmai 株 , Th2373 
株 , KEO083 株 , KEO087 株 , IKE093 株 と SUBIN 
株 は , 阪 大 微生物 病 研 究 会 より , JaOArI8980 株 , 
JaOArI6981 株 , JaOArS982 株 は , AREARE 
研究 所 より , Nakayama REVL 株 , Kalinina 株 , 
JaGAr02 株 , Mie441 株 , 
Kumamoto 株 と Muar 株 は , 愛媛 大 学 医学 部 第 一 内 
Б, 小林 教授 より , それ ぞ れ 分 与 し て 頂い た . 


Kamiyama 株 , 


Nakayama Yoken 株 , JaGAr01 株 , JaTH160 株 , 
JaOArB3279 株 , JaNH179 株 , JaNH180 株 , 
JaNAr12480 株 , JaNAr15980 株 , JaNAr17780 株 , 


JaNAr5681 株 , JaNAr9483 株 と ThCMP1982 株 は , 
当 部 門 に て 分 離 な いし は 保存 され て いた 株 で ある . 
各 株 は C6/36 細胞 に 接種 し て , 感染 価 約 10* 
PFU/ml の 種 ウ イル ス を 作成 し た . 

ウイ ルス の 濃縮 : 20mg/m] の マイ クロ キャ リア ー 
(Cytodex 一 1, Parmacia, Sweden) を 加え た 500 
ml の 増殖 用 培地 を 用 いて , C6/36 細 胞 の 大 量 浮 遊 
培養 を 28C で 行い , 48 時 間 後 , 増 将 用 培地 を 除き , 
細胞 に 20ml の 種 ウ イル ス を 感染 させ た . ウイ ル 
ス 吸 着 を 2 時 間 室 温 で 行い , 450ml の 維持 培地 ( 細 
胞 増殖 夫 地 の ウシ 胎児 血清 濃度 を 29% と し た も の ) 
を 加え , 28C に て 48 時 間 塔 養 し た 後 , 感染 培養 液 を 
採取 し , 細胞 と マイ クロ キャ リア ー を 低速 遠心 
(2,500rpm, 15 分 ) に て 除去 し た . その 上 清 に ポ 
リエ チレ ング リコ ー ル 6,000 と NaCl を それ ぞ れ 最 
終 濃度 6g/dl と 22g/dl に な る よう に 加え 溶解 し, 
高速 遠心 (10.000Xg, 30 分 ) し た . 上 清 を 除き 沈 
wr 8ml の STE buffer (0.1M NaCl, 0.01M 
Tris 一 HCL 0.001M EDTA, pH7.6) に 再 浮遊 し , 
低速 遠心 (2.500rpm, 1527) ) に か け , その 上 清 を 15% 
ショ 糖 を 含む STE buffer 溶液 に 重層 し , 
Beckman 15—50 (ロー ター ; SW—41) (С) 


心 (37,000rpm, 120 分 ) し , ウイ ルス を 濃縮 した. 
ウイ ルス RNA の 抽出 精製 :0.1% SDS 
(sodium dodecyl sulfate) を 含む STE buffer 
に 濃縮 沈 涯 され た ウイ ルス RRL, SEO STE 
buffer 飽和 フェ ノー ル で 2 回 抽出 (15,000rpm, 5 
T) し た . 上 層 の КМА を 含む 水 層 を 採取 し , 2 
倍 量 の 冷 エ タク ノー ル を 加え , 一 20C に て 一 晩 沈殿 
させ , 遠心 (15.000rpm, 305) 後 , 上 清 を 除き 
沈 毅 し た RNA を 真空 乾燥 し た . 次 ぎ に RNA 
を , 01% SDS を 含む 0.2ml の STE buffer 
ZEL, 0.1% SDS を 含む STE buffer で 作成 
17215 - 30% 3 RHE AK BELT, 
SW 一 50.1 ロ ー タ ー で 20C に て 超 遠 心 (45,000rpm, 
180 分 ) し た . ISCO gradient fractionator, model 
640 を 用 いて 分 画 し , 254nm の ピー ク を 指標 に 42 
S ウイ ルス RNA の 分 画 を 集め , 再び が エタノール 
ULIS & REITOR. 

オリ ゴ ヌ クレ オチ ド フ ィ ン ガ ー プ リン ト 法 : ラベ リ 
ング と フィ ン ガ ー プ リン ト の 方 法 は , 本 質 的 に 
Pedersen and Haseltine (1980) が 述べ た も の と 
同じ で ある . 精製 し た RNA を 37 て に て 60 分 , 10 
units の RNase— ТІ (三共 純 薬 ) を 用 いて 切断 し 
た . オリ ゴ ヌ クレ オチ ド の 5 末端 に , 2.5 units の 
polynucleotide kinase (Boehringer Mannheim) 
の 存在 下 に , 10uCi y-3?P—ATP (5,000 Ci/m- 
mol, Amersham International plc, England) 
を , 37C で 6 時 間 ラ ベル し た . その 反応 混合 物 に , 
酢酸 アン モニ ウム と yeast RNA の 混合 液 を 最終 
濃度 0.3M と Img/ml に な る よう に 加え て 反応 を 
停止 きせ, エタ ノー ル 沈 汰 及び 真空 乾燥 し た . *?P 
ラベ ル し た オリ ゴ ヌ クレ オチ ド の 二 次 元 電気 泳動 は , 
Wachter and Fiers (1972) の 方 法 に 若干 の 改良 を 
加え 行っ た . 一 次 元 電気 泳動 は , 6M 尿酸 を 含む 
7.2% (WIV) ポリ アク リル アミ ド ゲ ル を ホウ 酸 に 
で pH3.3 と し 用 い , 4 に て マー カー ВРВ: 
Bromophenol blue) が 15cm 移動 する 迄 行い , — 
次 元 電気 涼 動 は , 50mM Tris 一 borate (pH8.2) を 
含む 22% (W/V) ポリ アク リル アミ ド ゲ ル を 用 い , 
室温 に て ВРВ が 22cm 移 動 す る 迄 行っ た . 分 離し 
た オリ ゴ ヌ クレ オチ ド は X 線 フ ィ ル ム を 用 いた 
イー トラ ジオ ゲラ ブイ = に より 検出 し 


類似 性 の 計算 : 二 株 間 の 類似 性 (SR: Similarity 
Ratio) に つい て は , Morita and Igarashi (1984) 
に よっ て 述べ られ た 方 法 を 用 いた . 即ち , 一 方 の 株 
の 特徴 的 な オリ ゴ ヌ クレ オチ ドス ポッ ト 数 を A, fü 
方 の 株 の 特徴 的 な オリ ゴ ヌ クレ オチ ドス ポッ ト 数 を 
B, それ ら の うち 両 株 に 共通 な スポ ッ ト 数 を C と 
t, SR=2CKA+B) と 表し た . 


á Ж 

図 2 は オリ ゴ ヌ クレ オチ ドド フィンガー プリ ント の 
写真 , 及び それ ぞ れ の シェ ー マ を , 日 本 の 4 株 に つ 
いて 示し , 図 3 は 同様 に 外国 の 4 株 に つい て 示し て 
mS. この よう に , 実験 に 供し た 全 株 の スポ ッ ト を 
比較 し , 特徴 的 な スポ ッ ト に 番号 を 付け た . 図 4 は 
全 38 株 で 観察 され た これ ら の スポ ッ ト の 一 覧 表 で あ 
る . 全て の 日 本 の 株 は , いく つか の 同一 スポ ッ ト 
(№. 4, 5, 8, 15) を 有 し て いる . 一 方 , 他 の いく 
つか の スポ ッ ト は 一 株 か 数 株 に し か 観察 され な い . 
例え ば , スポ ッ ト No 11 は , JaGArO1f& (Japan, 
1959) と Kamiyama 株 (Japan, 1966) に 存在 する . 
スポ ッ ト No 17 は , Kamiyama 株 と 1964 年 以降 に 分 
離さ れ た 数 個 の 外国 の 株 に 存在 する . スポ ッ ト No 
19 は , ほとん どの 日 本 の 株 と 1964 年 以前 に 分 離さ れ 
た 数 個 の 外国 の 株 に 存在 する . スポ ッ ト No 31 は, 
1952 年 と 1953 年 の シン ガボール の Mnuar 株 と 
Tengah 株 に の み 存 在 す る . スポ ッ ト No 34 は , 
Nakayama RFVL#E (Japan, 1935), Kainina 株 
(Japan, 1935), と Peking 一 1 株 (China, 1949) 
に 存在 し , これ ら 3 株 は いずれ も 1949 年 以前 に 分 離 
され た も の で ある . いく つか の 外国 の 株 は 5180-4 
ニー ク な スポ ッ ト (No 39, 42, 43, 46) を 有 し て 
いる . 最近 の タイ と ヴェ トナ ム の 株 は , スポ ッ ト No 
39 を 共有 し て いる . 1980 年 に ヴェ トナ ム で 分 離さ れ 
た 2 株 は , スポ ッ ト No 42 を 共有 し て いる . Muar 
株 (Singapore, 1952) の み は , スポ ッ ト No 43 を 
有 し て いる . 同様 に , Tansui236 株 (Taiwan, 1981) 
の み は , スポ ッ ト № 46 を 有 し て いる . JaOH0566 
株 と その 弱毒 生 ワ クチ ン ML17 株 は , 多く の 共通 
スポ ッ ト を 有 し て いた が , 両者 の フィ ン ガ ー プ リン 
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ト は 必ず し も ゃ 完全 に は 一 致し て いな か っ た . 

図 5 は 図 4 の 一 覧 表 を 基 に 株 間 の 類似 性 を 求め 示 
し た も の で ある . 0.8 以 上 の SR を 示し た も の を 
Ш, 0.70.40. 8 MeO, 0.5 以 上 0. 7 未満 を 一, 
0.5 未 満 を 娘 と 表し た . Peking 一 1 株 (China, 1949) 
iX, 実験 に 供し た 他 の どの 株 (SR: 0.34—0.78) 
と より も , Nakayama Yoken 株 (Japan, 1935) に 
対し て より 高い SR (0.80) を 示し た . 全て の 日 本 
の 株 どう し は , か な り 似 て お り (SR: 0.55 以 上 ), 
分 離 年 代 が 近けれ ば , 類似 性 は 更に 高かっ た . 例え 
iX, 1959 年 か ら 1969 年 まで の 株 間 に お ける SR は 
高く (SR: 0.63—0.680 SR を 示す 4 通り の 組み 
合わ せ を 除け ば , 0.70 以 上 で ある . ), 特に 同一 地域 , 
同一 年 代 の 株 間 で は , 高い SR を 示し て いた . 
JaGAr01 株 と JaGAr02 株 (どちら も , Gunma, 
Japan, 1959) fal Git, SR =0.93 を 示し , JaNH180 株 , 
JaNAr12480 株 , JaNAr15980 株 と JaNAr17780 株 
(いずれ も , Nagasaki, Japan, 1980) 間 で は , 
0.84 か ら 0.95 の SR を 示し て いた . JaOH0566 株 と 
その 弱毒 生 リ クチ ン ML17 株 の SR は 0.88 で あっ 
た . 地理 的 に 近い タイ と ヴェ トナ ム で の 最近 (1980 
年 一 1983 年 ) の 分 離 株 は , と て も よく 似 て いた 
(SR: 0.65—0.92). 特に , 1980 年 Vietnam で 分 
離さ れ た Vietnam129 株 と Vietnam136 株 間 の SR 
は 0.92 と 非常 に 高かっ た . これ ら 最 近 の タイ と ヴェ 
トナ ム の 分 離 株 は 1960 年 以降 の 日 本 の 株 に 対し て , 
概して 低い SR を 示し た (SR: 0.28—0.67). Ж 
fe, 1981 年 台湾 で 分 離さ れ た Tansui236 株 と Tan- 
sui263 株 間 の SR も 0.87 と 高い 値 を 示し た . 日 本 
の 株 は , Peking 一 1 株 , S705/64 株 , Chiangmai 株 と 
Tansu1263 株 に 対し て , 少し 高い SR を 示す も の も 
ある が , ほとん どの 日 本 で の 分 離 株 は , タイ , ヴェ 
トナ ム , 台湾 及び その 他 の 外国 の 分 離 株 に 対し て か 
な り 低 い 類 似 性 を 示し た . 6 は Nakayama 
RFVL 株 と 他 の 株 と の SR t, ウイ ルス が 分 離さ 
れ た 国 の 首都 間 の 距離 の 関係 を 示し た も の で ある . 
殆ど の 株 は , ほぼ 平行 な 二 直 線 の 間 に 有 り , 分 離さ 
れ た 場所 の 距離 が 遠く な る ほど , SR は 低く な る 傾 
[А] 277 し た . 
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JE ウイ ルス は 42S 0 (+) 極性 の 一 本 鎖 RNA 

遺伝 子 を 持つ フラ ビ ウ イル ス で ある . この ウイ ルス 
iX, 1935 年 東京 で の 大 流行 以来 , 多く の 株 が , D, 
ブタ , ウマ , ヒト より 分 離さ れ て きた . HE, AA 
で の 患者 発生 数 は 年 間 数 十 名 程度 で ある が , 韓国 , 
ФЕ, 台湾 , タイ , ヴェ トナ ム , インド, ネパール , 
スリ ラン カ な ど 東 アジ ア か ら 東 南ア ジア さら に は 南 
アァ ジア に か け て 多数 の 患者 発生 が あり , 高い 死亡 率 
を 示し 重 篤 な 後遺症 を 残す 事 か ら 大 問題 と な っ て い 
る (Umenai ef aL, 1985). 日 本 脳炎 に 関し て , Z 
れ ま で 疫学 , 病理 学 分 野 か ら 分 子 生物 学 分野 に 至る 
まで 、 さ ま ざ ま な 人 研究 が な され て きた . し か し な が 
b, その 自然 生態 , こと に 温帯 に お ける ウイ ルス の 
越冬 様式 は いま だ 解明 され て な い . | КМазе—Т1 
抵抗 性 オリ ゴ ヌ レオ チ ド フ ィ ン ガ ー プ リン ト 法 
( Wachter and Fiers, 1972) に よる ウイ ルス RNA 
遺伝 子 の 解析 は , 生態 学 上 及び 疫学 上 有益 な 方 法 で 
ある と と は , イン フル エン ザウ イル ス (Nakajima 
et al, 1980), ポリ オウ イル ス (Nottay et al., 
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1981), € v bv AE A VA (Trent et al, 
1981), デン グ 1 型 ウ イィ ルス (Repik et al., 1983), 
デン グ 2 型 ウイ ルス (Trent et al., 1983), 2417 
D ワク チン (Monath et aL, 1983, そし て , 
エン テロ ワイ ルス 70 (Takeda et aL, 1984) 7 
ど に よっ て 述べ られ て きた . 本 研究 の 目的 は , JE 
ソイ ルス は , 冬期 , 日 本 で 越冬 する の か , ある い は 
FR, 熱帯 地方 か ら 渡 っ て くる の か の 問題 に 対し て 
手がかり を 得る た め , 地理 的 , 年 代 的 に 分 離 歴 の 異 
な る JE ウイ ルス 38 株 の オリ ゴ ヌ クレ オチ ド フ ィ 
ン ガ ー プ ブリ ント の 解析 を 行い , 株 間 の 類似 性 を 遺伝 
子 レ ベル で 検討 する 事 で あっ た . 


材料 と 方 法 
細胞 : ヒト スジ シマ カ 培 養 クロ ー ン C6/36 細胞 
(Igarashi, 1978) è, 10% ウ シ 胎 児 血 清 と 各 0.1 
mM の 非 必須 アミ ノ 酸 加 Eagle 培養 液 (Eagle, 
1959) を 増殖 用 培地 と し て , 28C に て 培養 し た . 
ウイ ルス : 実験 に 供し た JE ウイ ルス 株 は , 表 1 
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Fig. 1. Map of East to Southeast Asia. Only the capitals of countries where strains were isolated 


are shown. 
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(D) Tansui 236 


Fig. 3. Oligonucleotide fingerprint patterns and their schemas of 4 representative foreign strains. 
(A) Peking—1 (China, 1949) (B) Chiangmai (Thailand, 1964), (C) SUBIN (Thailand, 1983), 
(D) Tansui 236 (Taiwan, 1981). 
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Isolated in 


year | Strain 


1981|JaNAr 5681 
1982] JaOAr S982 
196415 705/64 
1964| Chiangmai 
1973| Th 2373 
1982IThCMP 1982 
1983|KE 083 
1983|KE 087 
1983|KE 093 
1983| SUBIN 
1980|Vietnam 129 
1980/Vietnam 136 
198 1|Tansui 236 
198 1|Tansui 263 


1952; Muar 


1935 (Nakayama Yoken 
1953} Tengah 


1935 | Макауата RFVL 
1935 | Kalinina 


1966[JaOH 0566 
1979| JaOArB 3279 
1979| JaNH 179 
1980| JaOAr! 8980 
1980| JaNH 180 
1980 JaNAr 12480 
1980 JaNAr 15980 
1980!JaNAr 17780 
1981|JaOAr! 6981 
1983 JaNAr 9483 B 


1966|ML 17 
1967 | Јаон 3767 


1959 JaGAr 01 
19591JaGAr 02 
Q1960|JaTH 160 
1966 |Kamiyama 
1969| Mie 441 

1979| Kumamoto 


Shingapore 
Thailand 
Vietnam 


The symbol (Bl) indicates 


Fig. 4. Comparison of large oligonucleotide spots in 38 strains of JE virus. 


the existence of a spots. 
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Fig. 5. Similarity ratios (SR) between Japanese encephalitis virus isolates as determined by RNA 
oligonucleotide fingerprint analysis. SR above 0.80 were (Bl). SR from 0.70 to 0.80 were 
(С). SR from 0.50 to 0.70 were (—). SR under 0.50 were (5%). 
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Fig. 6. Relationship between similarity ratios of JE virus isolates to Nakayama RFVL and their 
geographical distances. Each dot represents each isolate. 
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今日 まで いく つか の ウイ ルス に 関す る 生態 学 的 及 
び 疫 学 的 研究 に お いて , RNase— Т1 抵抗 性 オリ ゴ 
ヌクレオチド フィ ン ガ ー プ ブリ ント 法 に よる ウイ ルス 
taf RNA の 解析 は , 有益 な 情報 を 与え る こと 
が 示さ れ て きた . その 結論 の 一 つと し て , 地理 的 に 
同一 地域 , か つ 同 一 年 代 に 分 離さ れ た 株 間 は と て も 
似 て いる が , 他 の 地域 , また は 同一 地域 で も 年 代 が 
異な る と , 株 間 の 類似 性 は 低く な る と 報告 され て い 
る . この こと は 次 の 人 々 に より な され た . セン トル 
イス 脳炎 ウイ ルス に お ける Trent et al., 
(1981), デン グ 1 型 ウ イル ス に お ける Replk et 
al., (1983), デン グ 2 型 ウ イル ス に お ける Trent 
(1983), そし て ゲタ ウイ ルス に お ける 
Morita and Igarashi (1984) の 報告 に 述べ られ て 
いる 通り で ある . また , Nottay et al., (1981) 13, 
ヒト で の 感染 で 継 代 され た 際 に ポリ オウ イル ス の 遺 
ee De ы е d vem Gb. 
Monath et al., (1983) iX, ふ化 鵜 卵 で 継 代 され 
た 隊 の 黄 熱 17D ワク チン 株 の 遺伝 子 変化 を 示 し た . 


et al., 


Takeda et al., (1984) は エン テロ ウイ ルス 70 の 人 解 
本 結果 に 基づき , ウイ ルス RNA の 塩基 変化 を ウ 
イル ス 分 離 の 時 間 軸 と 分 離 地点 の 地理 的 距離 に 応じ 
C, 三次 元 的 に 分 離 ウ イル ス 株 を 配置 し , AHO 
中 に 分 離 ウ イル ス が 配置 され る 事 を 示し , この ウイ 
ルス が 西アフリカ の ある 地域 で 発生 し , その 後世 界 
中 に 伝 挿し 変異 を 繰り 返し て きた 状況 を 考察 し た . 
本 論文 で 示し た 通り 1960 年 以後 の 日 本 の 株 と , 古い 
(1964 年 ) タイ の 株 と は 若干 似 て いる も の の , 殆ど 
の 最近 の 日 本 の 株 は , タイ や ヴェ トナ ム 等 , 東南 ア 
ジア の 株 と は 明らか に 異な る 遺伝 子 RNA を 有 す 
る と 考え られ る . これ ら の こと は , 自然 界 に 於 て ウ 
イル ス 遺 伝 子 の 変異 と 撰 択 と が , 地理 的 に 充分 離れ 
た 地域 で は , それ ぞ れ 独立 し て 進行 し た こと を 示唆 
し て いる . Nakayama Yoken 株 (Japan, 1935) 
と Peking 一 1 株 (China, 1949) は か な り 似 て いる 
こと より , 古い 日 本 の 株 と 古い 中 国 の 株 は , その 進 
(EO БЛ љо COPE пи. この こと に 
関し て は , 更に 多く の 当時 か ら 最 近 に か け て の 中 国 
の 株 や 他 の 東 ア ジア の 株 の 解析 が 必要 か と 考え る . 


Nakayama RFVL 株 に 対す る 各 株 の SR と 距離 の 
グラ フ ( 図 6 ) に 示さ れ て いる よう に , 分 離 年 代 そ 
の 他 の 要因 に より 同一 地域 で 分 離さ れ た ウイ ルス 株 
の SR は ある 程度 の 変動 幅 を 示す が , その 変動 に 
は ほぼ 一 定 の 限界 が あり , 株 間 の 地理 的 差異 は , 分 
離 場所 の 距離 に ほぼ 比例 し て 大 きく な る こと と が 判明 
し た . 今回 の 研究 で , 同年 代 に 日 本 と 熱帯 地方 で 分 
離さ れ た 株 間 に お ける 日 本 脳炎 ウイ ルス 遺伝 子 
RNA の 類似 性 は 低い が , 同年 代 の それ ぞ れ の 地域 
の 株 間 で は か な り 高 い 類 似 性 を 示し た こと は , 日 本 
脳炎 ウイ ルス が , HR, 熱帯 地方 より 日 本 その 他 の 
温帯 へ 移入 され る の で は な く , 何ら か の 方 法 で ウイ 
ルス は 温帯 地域 で 越冬 し て いる の で は な いか と い 
う , いわ ゆる ウイ ルス 土着 説 に 有利 な 知見 で ある . 
最近 , RAJI (1982), 小林 ら (1983), そし て , 
Kimura 一 Kuroda and Yasui (1983) iX, モノ ク 
ロー ナル 抗体 に よる 日 本 脳炎 ウイ ルス の 分 類 を 報告 
Lic. また , 高木 ら 6 (1984) は , 日 本 脳炎 ワク チン 
株 が 産生 する 中 和 抗 価 産 生 能 力 に よっ て の 日 本 脳炎 
ウイ ルス の 分 類 を 報告 し た . こ れ ら の 分 類 に よる と , 
JaOH0566 株 と Mie441 株 は Nakayama 株 と 似 て お 
0, 一方, JaGAr01 株 , JaOH3767 株 と Chiangmai 
株 は Peking 一 1 株 に 似 て いる . これ ら は , 必ず し 
も , 今回 の フィ ン レン ガー プリ ント の 結果 と は 完全 に は 
一 致し て いな い . し か し な が ら , 抗原 性 の 変化 な い 


zd 
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し は 類似 性 は , ウイ ルス 構造 等 白 特に ウイ ルス 粒子 
表面 の 糖 蛋 白 。GP58 (Trent, 1977) に よる の で , 
抗原 解析 の 結果 は 全 遺 伝 子 RNA に お ける 変化 を 
反映 し て いる フィ ン ガ ー ブ プリ ント の 結果 と は , 必ず 
し ゃ 一 致す る 必要 は な い . 


ts 語 
地理 的 , 年 代 的 に 異 っ た 分 離 歴 を 有する 日 本 脳炎 
ウイ ルス に つい て 遺伝 子 の 異同 の 程度 を , RNA 
の オリ ゴ ヌ クレ オチ ド フ ィ ン ガ ー プ ブリ ント 法 に より 
解析 し た . 同一 地域 か つ 同 一 年 代 の 分 離 株 は 互い に 
と て も 似 て いる . し か し な が ら , 異な る 地域 で の 分 
離 株 間 や , 同一 地域 で も 年 代 が 異な っ た 分 離 株 間 で 
ik, 類似 性 が 低く な る . 日 本 で の 分 離 株 は 互い に よ 
く 似 て お り , 分 離 年 代 が 近い と 更に 高い 類似 性 を 示 
し て いる . 地理 的 に 隣接 し て いる タイ と ヴェ トナ ム 
に お ける 最近 の 分 離 株 は 互い に よく 似 て いる も の 
の , 日 本 に お ける 最近 の 分 離 株 と は 似 て いな い . 
これ ら の こと より , 自然界 に お いて ウイ ルス 人 遺伝子 
DER LBNL DS, 地理 的 に 充分 離れ た 地域 で は そ 
れ ぞ れ 独 立 し て 進行 し た こと を 示唆 し て いる . 
Nakayama Yoken 株 (Japan, 1935) と Peking 一 1 
株 (China, 1949) は か な り 似 て いる こと より , 以 
前 は , 日 本 と 中 国 の 日 本 脳炎 ウイ ルス は , rk Cáo 

っ た こと を 示す の か も し れ な い . 
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稿 を 終わ る に 当たり , WEU SES Н e 0 X Le SPAT Щй E, 
ウイ ルス 株 分 与 に 関し , 国立 予防 衛生 研究 所 大 谷 明 部 長 , 縮 方 隆幸 博士 , 愛媛 大 学 小林 
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